
棚田では稲が風にゆられて
気持ち良さそうにしています。
まわりの畔ではヒガンバナの
開花が早くも見られます。
畑ではオクラやシソが収穫

時を迎えています。トウモロ
コシは実が大きくなり、ゴマ
も鞘がつき始めました。
オクラは、豊岡市を中心に

栽培されている兵庫県の伝統
野菜の１つ、八代オクラ。ト
ウモロコシは、甘みは少ない
がモチモチっとした食感が特
徴の昔ながらの黄もちとうも
ろこし。
ここの畑では、生物多様性

を守ることとあわせて、貴重
な伝統野菜を育て、種をつな
ぐことにも力を入れています。

�����
先日の台風により、倒木被

害はなかったものの、多くの
落枝が里山散策路に散らばっ
ていました。
雨が降りしきる森の中では、

木の根元に泡の塊を発見。
調べてみると、樹幹流と

いって、雨水が葉から幹を
伝って地表に流れていく時に、
木の表面に付着したさまざま
な物質を溶かしこみ、それに
よって泡立つことがあるのだ
とか。さまざまな条件が揃っ
た雨の時だけに見られる貴重
な光景でした。
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『ありまふじ里山だより』では、棚田里山エリアの自然の様子や里山保全に向けた取り
組みについてご紹介します。Vol.33は雨の日の森の様子と畑で育てている伝統野菜につ
いてお届けします。
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